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ポーランド名作映画ビデオ鑑賞 

『イーダ Ida』 ２０２5/３/１９ 

本例会は参加者 34 名（うち一般 25 名）と盛況だった。 

昨年の上映会で討論の時間が足りないとの指摘があり、今回は解説の時間を短

くして討論の時間を十分に取り、活発な議論が行われた。アンケートでは「大変良かった」

（５点）７名、「良かった」 （４点）４名、平均 4.64 点とかなりの高評価だった。反省点は、

上映開始直後の音量調節が不十分だったこと、字幕が見えづらいと指摘があったこと── 

会場の構造上、投影の位置は変えられないが、椅子の配置を変えられるか、検討したい。 

解説の映画研究者、坂尻昌平氏は、叔母ヴァ

ンダにマグダラのマリアを重ね合わせたストー

リーや映像表現、さらに音楽設計も素晴らしく、

スターリン政権後のポーランドではジャズが流

行し、特にコルトレーンの名曲「ナイマ」は愛

の告白に聞こえ、バッハのコラールはイーダの

揺れる心を象徴していることなどを述べた。 

本作は、第二次大戦中のポーランド人による

ユダヤ人虐殺事件や、スターリン時代末期に自

国民を厳しく罰したポーランド女性検察官など

負の歴史も公平に描いた点が優れている。日本

映画では被害者を描く優れた作品が多いが、加

害者の視点が不十分だという批判が多いのに対

し、欧州では近年、複眼的視点に基づく作品が

増えていることは好ましいと指摘した。 

当時の政権下でジャズは弾圧されなかったの

かとの質問には、そのようなことはなく、ポー

ランドでは１９５０年代後半～６０年代にジャ

ズを巧みに使った名作映画が多数制作されたと

説明された。 （池田光良） 

〈感想〉アンケートから 

✓ モノクロ映像と音楽とに引き込まれました。イーダや

他の人物の心のゆらぎを感じながら、鑑賞会は至

極の時間となりました。（５０歳代） 

✓ 第２次大戦時のユダヤ人虐殺が物語のベースにあ

る中でのイーダとおばヴァンダの自らを探す旅は、

ポーランド映画独特の閉塞感が終始感じられるも

のであり、モノクロ映画であるにもかかわらず色を

感じさせる作品で、最初から最後まで見入ってしま

いました。日本やその他の国々で戦争後の負の題

材とするものがあるが、ポーランド映画の雰囲気に

堪能させられました。もう一回じっくりと観てみたい

作品となりました。（６０歳代） 

✓ おばのヴァンダが心に傷を持った女性を見事に演

じていて心に残りました。イーダが修道院で育ち、

おばに会って、何故自分が修道院に預けられたの

かを知っていく物語でした。映像が素晴らしく、イ

ーダが少女から大人の女性になっていく過程が見

事でした。『イーダ』を観た後にポーランドのアウシ

ュヴィッツに行く機会がありましたが、景色が北海

道によく似ていて驚いた日を想い出しました。おば

ヴァンダという抵抗運動の闘士を処刑したこともあ

る複雑な女性を通じてポーランドの複雑な背景を

知ることができました。（７０歳代） 

✓ ポーランドの情景、文化、人々の表情などから、異

国を感じ興味深かったです。あらすじをチラシで拝

読し、ストーリーは理解しましたが、歴史背景の知

識があれば、まだまだ深読みできたと思います。ポ

ーランドの歴史に触れて参ります。映画解説で味

わいをより得られました。本日の上映、ありがとうご

ざいました。（６０歳代） 

✓ 私事だが、日本での公開当時劇場で観ようと思っ

たがいつの間にか上映が終了しており、後に DVD

化されて買おうと思った（レンタルショップで取り扱っ

てなかった）が、廃盤になりプレミアムが付いてしま

ったので、今回これを好機と思い観に来た。些細な

生活者でも耳をつんざくような「聖」の修道院での

生活と、常にどこからか音が飛んでくる「俗」の一般

庶民の生活がとても対比的。修道女の主人公が唯

一の肉親でほとんど馴染みのない人のもとに訪れ

生活するという展開は、ルイス・ブニュエルの『ビリ

ディアナ』を想起させた。（３０歳代） 

✓ 日本の民話や昔話と共通する感性だなぁと感じま

した。例えば「雪女」。これぞ映画という映画でした。

バッハが好きなので、バッハが使われているのもよ

かった。（５０歳代） 

✓ ストーリーは追えたが、細かな描写は分からないと

ころもあった。心の中の葛藤はある程度分かるのだ

が、同時代の同国人でないと理解できないところが

あるのでは？特にキリスト教、ユダヤ教は知識とし

ては少しはあるのだが、一般の日本人には分から

ないところがあるのではないかと思った。（６０歳代） 

✓ イーダ役（アガタ・チュシェブホフスカ）はとても良い。
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新人とは思えない。解説で内容がよく分かった。そ

の上でもう一度見たい。（６０歳代） 

✓ （質問）私はパヴェウ・パヴリコフスキ監督作品は

『COLD WAR』しか観たことがない上に、１９６０年

代のポーランドの状況など全く知識がないのだが、

彼の作品では劇中の音楽が舞台の時代を描くこと

が多いが、当時のポーランドでジャズは一般的に

流行していたのか。ジャズ=西側音楽は弾圧対象

ではなかったのか。 

✓ 字幕が見えづらく残念。 

《新会員のひと言》 

    

私は平和・環境・人権をテーマに、個人で『銀河

通信』を発行して今年の７月で３７年になります。こ

んなに長く続けられるとは夢にも思いませんでした。

「もういいか」 と２５周年の記念会を開いていただ

いたときに発行をやめることも考えましたが、朝日

新聞記者だった植村隆さんが現役時代に書いた

慰安婦問題で「嘘だ、デマだ」とバッシングを受け、

当時、植村さんは北星大学で講師として勤務して

いましたので、多くの市民が立ち上がり「植村裁判

を支える会」を立ち上げ、私も事務局の一翼を担い

ました。私の『通信』でも何度も取り上げました。 

ポーランドへの関心はずいぶん前からになりま

す。中学生の時に『アンネの日記』を読んで衝撃を

受けました。ユダヤ人であったためアムステルダム

の隠れ家で暮らし、密告で強制収容所に送られま

した。家族や同居人を鋭い観察眼で表現しました。 

なぜアンネが迫害に遭わなければならなかった

のか知りたくて、ポーランドにあるアウシュヴィッツ

博物館を訪ねたのは２０１４年でした。当時「ハンセ

ン病回復者と北海道をむすぶ会」でささやかな活

動をしていて、その仲間と出かけました。アウシュヴ

ィッツ第二収容所のビルケナウにも行き、生き延び

た女性の証言で 「着たきりでシラミ、ノミ、ダニ、南

京虫が襲い掛かる劣悪な環境で体中が赤くはれて

いた」 と書いています。まったく人間扱いされてい

なかったことに涙がでました。アン

ネは病気でドイツのベルゲン・ベルゼ

ン強制収容所で同じような環境で亡く

なったのでしょう。 

『アンネの日記』 を読んで 『銀河通信』 もアン

ネのような社会に開かれた鋭い批判精神に近づき

たいと思いました。ポーランドでは映画 『シンドラ

ーのリスト』で有名なシンドラーの工場も訪ねました。

跡地は歴史博物館になっていて、助けられた工員

の写真が壁面にずらりと並んでいて、シンドラーの

良心に触れて感動しました。 

ポーランドは、第二次世界大戦の時、ソ連とドイ

ツに挟まれて大変な苦難を強いられました。地下

組織での抵抗活動はワイダ監督の『地下水道』で

描かれていますが、ソ連占領下の住民も収容所に

送られたり虐殺されたりしたことや、２０,０００人を超

えるポーランド軍将校がカティンの森で殺されたこ

とは国民には隠されていたことを映画で初めて知り

ました。人間としての強さと弱さを何度試されてきた

のだろうと思います。日本人はもっと真剣に「戦争

する国にしていいのか」と一人ひとりに問われてい

ると思います。 

映画上映会や音楽会などみなさまとの交流を楽

しみにしています。（ひぐち・みなこ、２０２５年１月入会） 

 

さっぽろ雪まつり 第 49 回国際雪像コンクール（大通 11 丁目 国際広場 2025.2.2-7）に 

ポーランドチーム（10 回目、昨年と同じヴロツワフ美術大学 ASP Wrocław チーム）が出場しました 

 

 

 

 

 

 

 

=中写真中央= 雪像「Homo Creator 創造する人間」人間のもつ創造的エネルギーと無限の思考力を象徴する作品です 

=右写真左より= プシェ厶ィスワフ・ピンタル Pszemysław Pintal（チームリーダー）, マチェイ・アルブジコフスキ 

Maciej Albrzykowski, アレクサンドラ・ヤニク Aleksandra Janikさん（撮影 安藤厚; 尾形芳秀） 


